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３．中間評価結果 

 

米国 Pacific Biosciences 社と共同研究を進め、同社が研究開発した１分子実時間シーケンシ

ングが出力する 10,000塩基以上の長さの解読配列から、CpGメチル化状態を検出するアルゴリズ

ム AgIn法を開発した。また、HI-Cデータの質を改善するため、in situ Hi-C法をメダカ培養細

胞および組織試料へ適用し解像度の改良を行った結果、早期の発生ステージや組織試料を１個体

ごとに解析することに成功した。これらの技術を踏まえて、国内外との共同研究を活発化させて

おり、今後インパクトのある成果が期待される。 

また、若手研究者のキャリアパス支援や国際経験の蓄積に積極的であると共に、チーム内の情

報共有や建設的でタイムリーな国際共同研究が円滑に進んでいる。 

今後は、数理科学を駆使した解析において、必要に応じヘテロなバックグラウンドを有する専

門家を加え、ゲノムの３次元構造に立脚した遺伝子発現制御機構の確立が加速されることを期待

したい。 

 


